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「食品衛生法第８条に規定する指定成分等の試験法について」の一部改正について 

 

食品衛生法第８条に規定する指定成分等の試験法については、令和２年５月29日付け

薬生食基発0529第４号「食品衛生法第８条に規定する指定成分等の試験法について」に

より取り扱っているところですが、今般、同通知中のプエラリア・ミリフィカ試験法に

ついて下記のとおり一部改正し、別添のとおりとしますので、御了知の上、その運用に

遺漏のないようお願いします。 

 

記 

 

７．分析条件（LC条件）移動相の項 

新 旧 

0.1vol%ギ酸溶液及び0.1vol%ギ酸アセ

トニトリル溶液の混液（85：15）を８分保

持し、（85：15）から（73：27）までの濃度

勾配を２分間で行い、（73：27）で８分間

維持する。その後、（73：27）から（２：

98）までの濃度勾配を0.5分間で行い、（２：

98）で1.5分間維持する。その後、（2：98）

から（85：15）までの濃度勾配を0.5分間

で行い、（85：15）で4.5分間維持する。 

0.1vol%ギ酸溶液及び0.1vol%ギ酸アセ

トニトリル溶液の濃度（85：15）を８分保

持し、（85：15）から（73：27）までの濃度

勾配を２分間で行い、（73：27）で８分間

維持する。その後、（73：27）から（２：

98）までの濃度勾配を0.5分間で行い、（２：

98）で1.5分間維持する。その後、（2：98）

から（73：27）までの濃度勾配を0.5分間

で行い、（73：27）で4.5分間維持する。 

 


